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問
県
域
を
超
え
た
周
辺
市
町
と
の
新
た
な

広
域
連
携
に
つ
い
て

答
五
霞
町
の
実
情
に
適
し
た
方
向
で
検
討
し

ま
す

問人口流出の要因と定住化施策について
答若い世代に住んでもらえる施策を　　
進める 青木　正彦  議員

問
　
五
霞
町
の
人
口
は
、
平

成
７
年
の
１
０
，
３
１
２
人

を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、

年
々
１
０
０
人
程
減
少
が
続

い
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、

社
会
減
が
自
然
減
を
上
回
る

人
口
の
流
出
が
ず
っ
と
続
い

て
い
る
こ
と
で
す
。
人
口
の

定
住
化
に
逆
行
す
る
社
会
減

の
要
因
を
ど
う
分
析
し
て
い

ま
す
か
。

町
長
　
転
出
数
が
転
入
数
を

上
回
る
社
会
減
の
要
因
と
し

て
は
、
居
住
人
口
の
都
心
回

帰
、
進
学
・
就
職
等
、
ま
た

堤
防
強
化
事
業
等
の
公
共
事

業
に
よ
る
町
外
ヘ
の
転
出
も

あ
り
ま
す
。
人
口
減
は
町
政

運
営
に
深
刻
な
及
ぼ
す
も
の

で
、
こ
の
対
策
は
最
大
の
課

題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
民
税
務
課
長
　
平
成
21
年

か
ら
５
年
間
に
お
い
て
、
出

生
２
６
３
人
、
死
亡
５
２
０

人
で
自
然
減
が
２
５
７
人
で

す
。
ま
た
、
転
入
が
１
，
３

９
０
人
、
転
出
が
１
，
６
７

９
人
で
社
会
減
が
２
８
９
人
、

合
わ
せ
て
５
４
６
人
が
減
少

し
て
お
り
、
平
成
26
年
１
月

現
在
の
常
住
人
口
は
９
，
０

３
９
人
で
す
。
ま
た
、
転
出

者
の
う
ち
20
歳
か
ら
39
歳
ま

で
が
約
７
割
を
占
め
て
お
り
、

若
い
世
代
の
人
口
減
は
、
少

子
化
に
も
拍
車
が
か
か
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

問
　
人
口
の
定
住
化
は
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て

喫
緊
の
課
題
で
す
が
、
定
住

を
促
進
す
る
た
め
の
施
策
及

び
住
民
の
二
ー
ズ
を
ど
う
見

る
か
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま

す
。

町
長
　
定
住
化
施
策
で
は
、

子
育
て
支
援
、
高
齢
者
ヘ
の

対
策
、
若
者
の
働
く
場
の
創

出
、
地
域
産
業
の
活
性
化
、

交
通
の
利
便
性
の
向
上
等
の

対
策
が
必
要
で
す
。
と
く
に

若
い
人
に
住
ん
で
い
た
だ
け

る
施
策
に
つ
い
て
、
し
っ
か

問
　
住
民
の
生
活
圏
・
経
済

圏
は
、
埼
玉
県
な
い
し
東
京

圏
に
あ
り
な
が
ら
、
行
政
圏

は
茨
城
県
に
属
し
て
い
る
と

い
う
不
合
理
な
条
件
に
置
か

れ
て
い
る
五
霞
町
に
お
い
て
、

人
口
減
、
少
子
・
高
齢
化
と

い
う
流
れ
の
中
で
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
と
い
う
基
礎

的
自
治
体
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、

県
域
を
越
え
た
周
辺
市
町
と

の
新
た
な
連
携
協
定
に
よ
る

「
定
住
自
立
圏
」
を
目
指
す

べ
き
で
な
い
か
。

町
長
　
五
霞
町
総
合
計
画
は

り
と
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

総
務
課
長
　
５
年
前
に
全
世

帯
を
対
象
に
実
施
し
た
「
住

民
意
識
調
査
」
に
お
い
て
は
、

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

「
安
全
で
快
適
な
居
住
環
境
」

「
交
通
利
便
の
確
保
」
の
意

向
が
示
さ
れ
、
事
業
所
か
ら

は
「
立
地
条
件
が
良
い
」
の

評
価
と
と
も
に
「
産
業
が
盛

平
成
31
年
度
ま
で
の
期
間
、

単
独
運
営
を
進
め
る
と
し
た

も
の
で
、
平
成
26
年
度
は
前

期
５
ヶ
年
が
終
了
す
る
こ
と

か
ら
、
後
期
計
画
を
策
定
し

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
単
独

運
営
と
い
う
基
本
方
向
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
新
た
な
広
域

連
携
に
つ
い
て
は
、
可
能
な

限
り
単
独
運
営
し
て
い
く
中

で
、
こ
の
地
域
に
合
っ
た
広

域
連
携
の
在
り
方
を
調
査
・

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

総
務
課
長
　
国
は
、
す
べ
て

の
市
町
村
に
都
市
機
能
を
フ

ル
セ
ッ
ト
で
整
備
す
る
こ
と

ん
な
活
気
あ
る
ま
ち
」
が
望

ま
れ
、
中
学
生
か
ら
は
「
子

ど
も
の
遊
び
場
」
「
買
い
物

の
利
便
性
」
が
求
め
ら
れ
、

町
外
に
出
て
い
る
団
塊
の
世

代
か
ら
は
「
日
常
生
活
の
利

便
性
」
が
多
く
要
望
さ
れ
ま

し
た
。
こ
う
し
た
二
ー
ズ
を

踏
ま
え
人
口
定
住
化
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

は
困
難
で
あ
り
、
効
率
的
な

施
策
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
市
町
村
の
枠
を
超
え
た

広
域
的
な
取
り
組
み
を
進
め
、

人
口
の
定
住
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
３
つ
の
広
域
連

携
の
あ
り
方
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
町
の
場
合
、
人
口

の
動
き
を
通
勤
や
通
学
の
面

か
ら
見
て
も
、
特
に
埼
玉
県

内
と
の
移
動
が
中
心
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
問
題

意
識
を
も
っ
て
広
域
連
携
に

関
す
る
調
査
・
検
討
を
進
め

た
い
と
考
え
ま
す
。

出生 死亡 自然増減 転入 転出 社会増減 自然＋社会 常住人口

平成21年 72 87 △ 15 310 412 △ 102 △ 117 9,581

平成25年 48 116 △ 68 230 301 △ 71 △ 139 9,178

５年間の総計 263 520 △ 257 1,390 1,679 △ 289 △ 546

１年間における人口異動人数

※常住人口は、各年1月1日現在。　平成26年1月1日の常住人口は、9,039人


